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< ベクトル場の表面積分 3 >

例1 曲面 Sが 2変数関数 z(x, y)によって
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と表されている場合を考える。
単位法線ベクトルnが図 1のように曲面の上側
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(図 1)

となる。ベクトル場F = (f1, f2, f3)の曲面 S上の表面積分はZ
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となる。特に f1 = f2 = 0のときZ
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となる。

例2 例 1と同じ場合で，単位法線ベクトルnが図 2の
ように曲面の下側に向いている場合は，
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であるからF = (f1, f2, f3)の表面積分は (図 2)Z
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で例 1の結果にマイナスをかけた値になる。

(注) 例 1を表 (おもて)面の表面積分と考えれば，例 2は裏 (うら)面の表面積分と
いえる。

問 例 2の場合にF = (0, 0, f3)の表面積分を求めよ。Z
S

(0, 0, f3) · dS


